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【研究の背景・目的】 

母体が影響を受けない低用量曝露によって次世代

の脳の発達に影響が顕れることが懸念されている。

子どもの「こころ」の健全な発達は万人の願いで

あり、化学物質曝露との因果関係の解明、影響の

程度の科学的評価が要求されている。 

本研究では、定量性・再現性の極めて高い独自

の行動試験を出発点として、新たな顕微鏡解析に

より行動―組織－分子レベルのイベントのリンク

させ、発達時系列をおって化学物質曝露と「ここ

ろ」の問題の因果関係解析する。「ネズミの行動変

化がヒトの場合、どのような意味を持つのか」を

科学的に説明し、個体レベルの影響に直結した分

子マーカーを同定することを目的とする。 

 

【研究の方法】 

独自の行動試験バッテリーを用いて行動試験を

行った動物の脳サンプルが本研究の出発点である。

すでに行動レベルで影響が確認されているダイオ

キシン、メチル水銀等を対象として発達期の低用量

曝露を受けた動物の行動試験直後の脳サンプルを

用い、行動試験に伴い活性化する神経細胞（集団）

と曝露影響を受ける神経細胞（集団）を同定、

Immuno-LMD法を用いた遺伝子発現解析により行

動試験に関わる神経細胞と曝露影響を受ける神経

細胞に特異的な分子イベントを特定する。個体レベ

ルの曝露影響に直結する神経細胞（集団）に焦点を

しぼることで、微細形態学解析と大脳発生時期の解

析も含めた顕微鏡解析を行う。行動試験の時期から

曝露時期（大脳発生時期）まで発達時系列を遡って

解析することで、行動試験での分子イベントと曝露

時点の分子イベントにリンクさせる。 
 
【期待される成果と意義】 

行動変化に伴う分子イベントの解析により、行動

試験の成績を解釈するための科学的情報を提供す

るとともに、個体レベルの影響に直結した「影響の

質と程度を示す」分子マーカーを見出す。影響が顕

れる時期と場所（細胞）を特定することで、従来よ

りも鋭敏に毒性影響を検出する。発達時系列をおっ

た顕微鏡解析により、曝露時期と影響の発現時期と

の間を埋め、曝露と影響の因果関係を明らかにする。

個体レベルの影響から分子に至るユニークなアプ

ローチにより、さまざまな化学物質にあてはまる発

達神経毒性メカニズムの新たな知見と研究手法が

提供できるだろう。 
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【研究期間と研究経費】 
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